
Ⅰ はじめに 

 高等学校における校内研修は、その多くが定期試験期間中や長期休業中を中心として、学校評価、教

科研修、学級経営、人権教育、生徒指導（カウンセリングを含む）、進路指導、授業評価等の研修のテー

マを設定し、効果的な校内研修を行うために、学校内外のリソース(資源)を活用しながら実施されてい

る｡ 

 中留氏（1994）の校内研修の定義から考えると、校内研修は、各学校において教職員の力量向上（実 

践力の向上）を目指すという目的と、学校の課題解決や教職員の課題解決を目指し、学校改善につなげ 

るという２つの目的を持って行われている。その意味で、校内研修は教育活動そのものであるというこ 

とができ、校内研修の在り方の如何によっては、学校が組織として力を発揮できるかどうかが決まって 

くるといっても過言ではない。組織としての力の発揮に関わってくることから考えると、校内研修は全 

教職員を対象として、計画的、組織的に行われる研修活動であることが求められ、課題を解決して学校 

教育目標を具体化するために、学校改善と関連する経営的視点を含んだシステムであるということもで 

きる。 

  

Ⅱ 高等学校の校内研修のすすめ方 

校内研修は上述の２つの目的を達成するた 

めに行われる教育活動である。そして、校内 

研修は教師の力量を向上させることと同時に、 

課題解決によって目指す学校像や子ども像を 

具体化するために不可欠な教育活動でもある。 

このことから考えると、校内研修を進めてい 

くうえで必要なのは、図１に示しているよう 

に、自校の課題の明確化や教職員の研修ニー 

ズを把握することである。 

現在各高等学校では学校評価システムの活 

用により、自校の課題が明確化できるように 

なっている。この学校評価システムの分析に 

基づいて自校の課題を明確化し、それとあわ 

せて教職員の研修ニーズを把握することが、 

効果的な校内研修を実施するうえで大切なこ 

とである。また、学校評価システムをもとに 

して、「その学校らしさ」（スクールアイデン 

ティティ）を確立するための取組を行うこと 

も必要である。                     

自校の課題や教職員の研修ニーズの把握後 

は、その結果を職員会等で示し、共通理解を 

図ることが大切である。そのうえで、課題克 

服に向けてどのような校内研修を組むのかと 図１ 校内研修の企画からまとめまでの流れ（例） 

いうことについて、管理職・学年団・教科・校務分掌などから、必要性の感じられる研修テーマをあげ

てもらい、テーマ設定を行う。研修テーマが決定できれば、次は研修のねらいとあわせてどのような内

容や手法で行うのかを決定し、内部のリソースを活用した校内研修とするのか、それとも外部のリソー

スを活用した校内研修にするのかを決定しておく必要がある。それぞれの研修に応じて、アウトライン

を描くことができたら年間計画を立てることが求められる。 

校内研修中は記録をできるだけ残すようにし、レジュメや配付資料等についても研究紀要等で取組を
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紹介することを考えて、１部余分にとっておくことが望ましい。研修終了後は、振り返りシートに研修

での気づきや研修をとおして学んだことを各自記入できるように準備し、あわせて研修内容についての

評価シートにも記入できるようにしておきたい。 

校内研修は実施して終わりというものではなく、研修内容をどう実践に生かすのかという次の段階に 

進むことが大切である。そのためにも事後研修として、各校務分掌・教科・学年団等で実践に向けての

「Plan」づくりを行うことができれば、より効果的なものとすることができる。そしてその作成した

「Plan」を実践（「Do」）し、評価（「See」）をすることで研修内容がどれだけ実践に生かすことができた

のか、成果と課題は何なのかが明確になり、さらなる計画（「Plan」）に向けての改善（「Action」）につ

なげることが可能となる。研修を実践につなげてこそ、初めて研修の意義が生じる。そのためにも｢研修

のための研修｣で留まるのではなく、「実践のための研修」を前提として、教職員がこの研修の内容は自

分の実践のどのようなところで生かすことができるのか、自分はこの研修内容をどのように料理し実践

につなげるのかという、イメージを描きながら校内研修に参加することが大切である｡ 

高等学校における校内研修は、そのほとんどが定期試験中や長期休業期間中に実施されているが、課 

業日の放課後の時間や職員会の時間を活用しての校内研修も設定可能である。この場合は、外部講師を

呼んでの研修というよりも、教職員が参加した研修の内容や資料についての紹介や学校訪問などによる

報告会等、教職員の情報共有というねらいをもって行うことになる。情報を共有することは、協働文化

をもつ学校づくりのベースになる部分であると考えられるからである｡ 

 

 表 1 研修領域と研修のテーマ（例） 

高等学校における校内研修の

研修領域としては、表１に表し

ているように、①「授業実践の

向上に関わる研修」、②「教育課

題解決に向けた実践に関する研

修」、③「専門領域の技量向上の

ための研修」、④「マネジメンン

トに関わる研修」などがえられ

る。また、それぞれの研修領域

における具体的な研修テーマ例

としては、表１に表している研

修テーマなどが考えられる。 
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Ⅲ スクールアイデンティティの確立による学校改善 

１ スクールアイデンティティとは何か 

スクールアイデンティティとは、「○○高校らしい、らしくない」「○○高校の生徒らしい、らしく

ない」といったような、ある特定の学校のことを考えるうえで、その学校を明確にイメージできる、

言い換えれば他の学校と区別することができる、明確な規準となるイメージのことを意味していて、

確立された「その学校らしさ」のことである｡そしてそれは、学校のシステム全体のなかで、有形無形

を問わず、具現化されている「その学校の個性」であるということができる。 

 

「スクールアイデンティティ」＝「その学校らしさ」であり「その学校の個性」 

 

「その学校らしさ」は、学校の場合、保護者や地域の人々など外側からのイメージで創られる場合 

と、内側に存在する生徒の実態や学校経営の姿から創られる場合がある。そして、「その学校らしさ」 

は、マイナスイメージとプラスイメージによって確立されるものである。「その学校らしさ」はスクー

ルアイデンティティと呼ばれ、誰もが共通に持っているイメージにより形作られるため、どちらかの

イメージがより強くなる｡ 

 

２ 何のためにスクールアイデンティティを確立するのか 

スクールアイデンティティは、その多くが建学の理念や学校経営の方針に基づいて導き出されたも

のであり、時代の流れの中で大切にされてきたものだということができる。しかしながら、教職員が

短いサイクルで異動する今日では、自校のスクールアイデンティティとは何かと聞かれたとき、答え

られる教職員がどれだけいるだろう。また、自校の建学の理念や校章の意味、校訓や効果の意味をど

れだけ理解できているのだろう。これらのものは、スクールアイデンティティを形成する重要な要素

であり、生徒だけではなく教職員も理解しておく必要があるものである｡ 

教科や校務分掌で職員室が分かれ、より専門化してくる高等学校においては、一人一人がそれぞれ 

の力量だけで実践を行っても十分な成果をあげることはできず、あげたとしてもその成果や手法は共

有化されることも少ない。スクールアイデンティティは、学校経営理念を具現化し、建学の精神や経 

営の理念から導き出されたものであり、教育内容や教師の価値観、教育目標や校則、生徒の活動など

すべてに内包されているものである。 

時代の変遷とともに、人々の価値観や教育への考え方は大きく変化し、建学以来の理念が現代社会

のなかではそぐわなくなってきている場合もある。魅力ある学校を創っていくためには、「不易と流 

行」の両面が必要である。自校の建学の理念という「不易」の部分を基底としながら、自校の強みは

活用する一方で、現代社会とはそぐわない考え方を改善・修正し、「流行」としての新しい価値観を取

り入れる。そして、未来に向かっての新しいビジョンを確立し、新しいミッションを創り上げていく

ことが大切である。そのためにも、スクールアイデンティティを確立するための話し合いや校内研修

が必要であり、そのプロセスをとおして協働文化を創造するとともに、学校改善に向けての実践が展

開される必要がある。 

スクールアイデンティティを確立することにより期待される効果としては、以下の４点が考えられ 

る。 

 

① 学校経営方針に反映させやすく、理想とする学校のイメージを持ちやすい。 

② 目指す学校像に向けて、教職員間の概念を確立しやすく、協働文化も育みやすい。 

③ 教職員、生徒共通の意識を持たせることで、自校への愛着（愛校心）、誇りや自信などの精神的

な価値の形成が可能である｡ 

④ 外部に向けての学校イメージが定着しやすいなどをあげることができる。 



自校をより良いものにするためには、個々の教職員が仲間意識をもち、同じ職場に勤める同僚とし 

て互いを尊重する体制づくりが必要である。学校の中に協働文化を創り上げ、お互いが情報を交換し

つつ、より高めあうための建設的な批判を行う同僚性を構築することが必要である。協働文化を創り

上げ同僚性を構築するために、自校の経営理念が教職員の共通のものとして理解され、目指すべき方

向に組織として進むことができる学校風土が必要である。 

 

３ 事例紹介 

ここでは、「特色ある取組」のなかでスクールアイデンティティを確立している３校の事例を紹介す 

る。最初に、外的要因と生徒の変化を感じた教員たちが中心となり、「ドリカムプラン」という進路学

習を提案し、ボトムアップによってスクールアイデンティティを確立した福岡県立城南高等学校の事

例を紹介する。次に職員室での教職員の声の吸い上げ、学校教育目標と校訓を基底とした学校づくり

をめざした総合的な学習の時間の取組により、スクールアイデンティティを確立している福岡県立筑

紫丘高等学校の事例を紹介する。そして最後に、学校長のリーダーシップのもと、ミドル層を中心と

した学校経営や協同作業をとおして、教職員のスクールアイデンティティを高めている広島県立神辺

旭高等学校の事例を紹介する｡ 

 

ア 福岡県立城南高等学校      

福岡県立城南高等学校（以下城南高校）は、総合的な学習を「ドリカ 

ムプラン」と名づけて、「進路」をテーマとした取組を進めることで、 

城南高校としてのスクールアイデンティティを確立している。城南高校 

のスクールアイデンティティを目に見える形として確立したのは、「ドリ 

カムプラン」に向けての取組のプロセスにある｡ 

「ドリカムプラン」の取組は、同じ校区内にある私立学校の男女共学 

化や、入学してきた生徒たちがこれまでの生徒たちと、学力や生活態度 

など様々な面で異なっていることを、１年学年団の教職員が感じ、この 

ままではいけないと考えた、数人の教師たちの動きから始まっている。 

１年学年団は、この憂慮すべき状態を「黒船の来航」と呼び、先進的取組を行っている県外への学

校訪問や、校区内にある２つの中学校の授業参観をとおして、城南高校はいかなる学校なのか、ど

うあるべきか、どのような生徒たちを育てたいのかといった目指す学校像、生徒像の確認がなされ

る。 

このような中、夏季休業中に学校長が正副主任主事研修会を呼びかけ、担当者が泊り込みで現状 

について各自の感じていることや思いや考えなどを出し合い、城南高校の在り方について胸襟を開

いて話し合う機会が設けられる。この話し合いの中身は全教職員に伝えられ、「黒船の来航」と１年

団が名づけた危機感は全教職員に共有されるようになる｡ 

そして、学校長の「城南高校は『ドリカムプランで行く』」との学校経営方針により、観念的な志

望動機から具体的な志望動機、大学進学が目的ではなく 10 年後・20 年後を視野に入れた「進路」

をテーマとした総合的な学習の時間がスタートした。「ドリカムプラン」は、進路部を中心として開

始されたが、現在では進路企画会議を中心に運営されている｡この会議には、教務主任・進路指導主

事・各学年主任・総合担当者や、企画広報部からメンバーが入っている｡平成１６年度からは第１・

２学年の総学（総合的な学習の時間）担当も加え、「ニュードリカム」の構築を推進し、学校長の学

校経営に関する話を受けて、会議の参加者が自分の意見を出す場として設定されている｡ 

この会議は、自分が学校経営に参画しているという意識が持てる場となっていると同時に、この 

メンバーが各学年のパイロットとしての役割を果たし、スクールアイデンティティの形成に役立っ

ている｡また、城南高校では、新任者に対して着任者研修を実施し、教頭、各部の主任・主事、学年



主任などが城南高校の取組と現状について説明をしている｡この着任者研修は、城南高校のスクール

アイデンティティの理解に加えて、新任者がそれぞれの「味」を城南高校の取組に反映させてもら

いたいというねらいがあり、新しい「味」が加わることで、さらなる進化をめざして取組が進めら

れている｡ 

 

イ 福岡県立筑紫丘高等学校     

福岡県立筑紫丘高等学校（以下筑紫丘高校）は、学校教育目

標として「21 世紀の日本をリードし、世界に貢献する剛健か

つ叡智と創造力に富んだ人材を育成する」を掲げている。そし

て校訓として、学校教育目標を明確化する「剛健・叡智・創造」

をあげている｡ 

筑紫丘高校の教職員には、進学校としてのスクールアイデン

ティティがこれまでにも備わっていた。そのような中で、平成 

15 年度から高等学校で始まった総合的な学習の時間を、「進

路」をテーマとして組み立てようとする教職員の取組から、新たなスクールアイデンティティが確

立されていく。そして、筑紫丘高校の新たなスクールアイデンティティの中心となっていくのが「プ

ロジェクトＰＣ」（Ｐはパイオニア・Ｃはクリエイティブ）と呼ばれる、「進路」をテーマとした総

合的な学習の時間である｡ 

筑紫丘高校では、この「プロジェクトＰＣ」を導入するにあたって、生徒たちの変化を感じてい

た教職員たちの職員室における会話や、試験問題の問の意味を十分読みこなせていない生徒の現状

があるといったような声を職員会で紹介するなど、生徒の実態の改善を進めていく上でのカンフル

剤を打ち込んでいる。そのうえで、自校の学校教育目標や校訓などの根幹部分を再認識しながら、

改善プランとしての「プロジェクトＰＣ」を提案している。この取組を立ち上げるにあたって、１

年学年団の教職員は、生徒たちに対して実態把握調査を実施し、その調査結果を分析することによ

り、そこから導き出された分析結果を校内研修の場で、教職員に報告を行っている。そこでは読む

力の弱さが浮き彫りになっていることを説明し、「プロジェクトＰＣ」における課題研究と連動させ

るために「輪読」を導入する｡「輪読」は、それぞれのテーマ分野ごとに担当教員がついているが、

担当教員同士がテーマ分野についての情報交換、生徒の状況や生徒に合うと思われる図書などの情

報交換を頻繁に行い、主体的に工夫をしている。情報交換の中では、「輪読」の大変さだけではなく、

課題研究への手ごたえが１年団の教職員から他学年団の教職員に伝えられ、取組への共通理解や効

果についての情報が広がっている｡ 

職員室における教職員の日常的な情報交換の存在から、横のつながりを確立している筑紫丘高校

では、平成 15 年度から総合的な学習の時間のプロジェクトチームがつくられ、このチームを中心と

して「プロジェクトＰＣ」が進められている｡ 

プロジェクトチームでは、１年団の教職員に対して、「プロジェクトＰＣ」を実践してのアンケー

トを実施し、アンケート結果を分析して生徒たちの変容を感じ取らせるだけでなく、実践を行った

教職員間で共通する感想を持っていることを確認できるようにしている。そうすることで、教職員

間の共通理解を進めるとともに、実践した教職員にも自分たちがやっていることに対して､確認がで

きる状況をつくり出している。 

筑紫丘高校では、平成 16 年度もスクールアイデンティティの具体となっている「プロジェクトＰ

Ｃ」の推進にあたり、教職員の声を吸い上げることから始めている。そして、現状改善に向けたス

トラテジーを思考し、ポイントを置くべきところを絞り、それを教職員間で確認して実践を進めて

いる｡ 

 

 



ウ 広島県立神辺旭高等学校 

広島県立神辺旭高等学校（以下神辺旭高校）は、学校長のリーダーシップのもと、学校経営計画 

におけるミッションとビジョンを明確にした実践を行っている。このミッションとビジョンは以下

のようになっている。 

 

 ミッション（使命）  冠たる「行きたい学校」、「行かせたい学校」 

～積極的生徒指導が育む自律の精神によって生まれる魅力ある学校～ 

   

ビジョン（将来像） 

（１）伝統校に迫る進学校 ―確かな学力と進路の実現― 

（２）鮮明な特色を有した魅力ある学校 ―豊かな心をはぐくむ広島宣言の具現― 

（３）体育科の充実・発展 ―東の「神辺旭」、西の「広島皆実」― 

（４）地域に信頼される学校 ―開かれた学校とアカウンタビリティ 

    

このミッションとビジョンは学校長が示したものである 

が、このミッションとビジョンを神辺旭高校の学校経営の 

方針とするため、学校長から各校務分掌と教科の主任に青 

写真としておろされ、ミッションとビジョンに対しての意 

見が求められている。各主任は分掌や教科メンバーにもこ 

の青写真に対しての意見を求め、各校務分掌と教科から意 

見とあわせて達成目標が学校長に提出されている。このこ 

とは、教職員の間で、自分たちも学校経営に参画している 

という意識につながり、教職員のスクールアイデンティテ 

ィの形成に役立っている。 

また、ミッションとビジョンを具体化するために、神辺旭高校では目指す生徒像を明確化し、そ 

の実現を目指して策定される教育基本方針のなかで、具体的な教育目標・重点目標が示されている。

そして、学校生活を送るうえで、最低限生徒たちに身につけさせたいものとして「時間の厳守」「挨

拶の励行」「清掃美化の徹底」を重点行動目標としてあげ、教職員も生徒と一緒に実践している。 

生徒たちのスクールアイデンティティを形成するためには、まず教職員がスクールアイデンティ 

ティを確立しておく必要があり、そのためには、自分の学校を知る必要があるということから、神

辺旭高校では様々な取組が行われている。一例を挙げると、全職員による校歌練習と入学式での斉

唱、教職員美化活動、校内一斉清掃作業、ローカの白壁塗りなどがある。 

校歌に関しては、年度当初に新任者が前任者と一緒になって校歌練習を行い、入学式の時には教

職員全員が壇上に上がり、新入生を前に校歌を歌うというものである。校歌にはその学校の建学の

精神や理念が込められていて、それを歌うということにより、自校の果たすべき役割を確認するこ

とにつながる。また校歌は、毎週月曜日に実施される生徒朝礼で生徒たちと一緒になって歌われ、

クラブ活動を始める際には壮行歌が生徒たちによって歌われるなど、歌をとおしてスクールアイデ

ンティティが確認できている。 

教職員美化活動は定期試験中に実施され、教職員が全員で校内の全てのローカにワックスがけを

行い、校内一斉清掃作業では、ＰＴＡの力も借りて清掃や草刈りに汗を流している。ローカの白壁

塗りは４年に１回オリンピックが開催される年に実施され、生徒と教職員が放課後にローカの白壁

を塗る協同作業として行われている。また学校行事を行う際は、その行事を行う目的を生徒たちに

示し周知徹底しているため、生徒たちはなぜこの行事が設定されているのか、どのような目的を持

っているのかということが理解でき、行事をとおして学校の方針を確認することができるように配



慮がなされている。 

神辺旭高校では、教職員の自分たちも学校経営に参画しているのだという意識と、校歌や清掃作 

業をつうじての愛校心の確立につながる意識を背景として、スクールアイデンティティが教職員の

なかに確立されている。同時に生徒たちにも、教職員の姿や学校行事等をとおして学校の目指す方

向が理解され、学校を大切にしようという意識が芽生えている。そのためか、兄弟姉妹が神辺旭高

校の卒業生であるという例も多く、神辺旭高校のスクールアイデンティティが学校内だけではなく、

家庭や地域のなかにも定着していると考えられる。 

 

Ⅳ 授業改善を目指した校内研修 

１ 何のために授業改善を行うのか 

授業改善の目的は、生徒たちがより「わかる」・「身につく」授業を提供するためであり、教師の専

門性、力量を高めるという２つの目的がある｡ 

 現在県内の高等学校では授業評価システムが導入され、定期的に授業評価が行われている｡また職業

能力育成型人事評価制度により、自分の授業を管理職に見てもらいアドバイスを受けるということも、

一部の学校では行われており、専門性や力量を高める機会はこれまで以上に増えてきている。しかし

ながら、これらは個人としての授業改善で終ってしまい、現段階では組織としての授業改善にはつな

がっていない｡ 

 これまでの授業改善は、生徒たちがより「わかる」・「身につく」授業を提供するという目的とあわ

せて、教師が個人としての専門性や力量を高めるためのものであり、広がったとしても同じ教科内で

留まっている。これからの授業改善においては、教師が個人としての専門性や力量を高めるだけでは

なく、学校全体の力量が高まるよう他教科にも授業を開き、授業内容だけではなく授業方法という視

点から授業改善を進めていくことが必要である。そうすることで、授業の工夫点が個人のものではな

く、学校のものとして広がるとともに、教員間で授業方法について互いに情報を共有する機会も増え

る。 

 このように考えると、授業改善は授業の質を向上させるだけではなく、授業を改善するために授業

を開くことで、教員間の横のネットワークが広がり情報の共有化も進むことから、協働文化の育成を

視野に入れた、学校改善につながるものであるということができる｡ 

 

２ 事例紹介 

ここでは、授業が成立しない状況を打開するために、改善の必要性を感じた数人の教師たちが立ち

上げた「授業を模索する会」を中心として授業公開を行い、学校改善につなげている神奈川県立柿生

西高等学校の事例を最初に紹介する｡次に、学校教育目標の具体化を目指す授業改善をテーマとした研

究授業（神辺旭高校ではこの表現を使っている）を校内研修会の一環として、指導案の作成から授業参観

の仕方、効果的な検討会の持ち方など、マニュアルを作成しそれに基づいての実践を行っている広島

県立神辺旭高等学校の事例を紹介する｡ 

 

 ア 神奈川県立柿生西高等学校    

   神奈川県立柿生西高等学校（以下、柿生西高校）は、神奈川 

県立柿生高等学校との統合再編により、Ｈ16 年４月から校名を 

神奈川県立麻生総合高等学校と改称、総合学科として新たなス 

タートをしている。ここでは、柿生西高校が昨年まで取り組ん 

でいた、「授業を模索する会」を中心とした授業公開と授業検討 

会の取組について紹介する。 

   柿生西高校で「授業を模索する会」を中心とした取組が進め 



られた背景には、小・中学校での学習が十分身についていない生徒や、授業中に教室に入れない生 

徒も多く、携帯電話も頻繁に鳴るなど、生徒たちが授業に参加しようという意欲が見られない状況 

があった。このような状況のなかで、「何とか授業が成立する状況を作ろう」「まず、授業を変えよ 

う」と、ある研究熱心な教師が提案し、2001 年から有志を募って、授業改善を目的とする「新しい 

授業を模索する会」が５名で結成された｡「新しい授業を模索する会」は、教務部のカリキュラム検 

討委員会の下部組織として位置付けられ、２年目の 2002 年からは「授業を模索する会」（以下「模 

索する会」）と名称を変更して、授業改善を目的とした取組を行っている｡ 

   授業公開を行うにあたり、「模索する会」から授業を公開してくれる教師を募り、授業者が決定す 

ると日程等について、「模索する会」が全教職員にお知らせを出している（資料 1・２参照）。 

 

  資料１ 授業公開者の募集チラシ        資料２ 授業公開・研究会の連絡のチラシ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

またそのお知らせの中で、授業者が授業の中で見てもらいたいポイントも示されている。2001 年

度は、座学の授業の公開が多かったが、2002 年度は、教室を離れて行う実技系の授業公開も行われ

た。授業公開を行った教科科目は、体育・音楽・数学・英語・物理・世界史などで、取組は確実に

広がっている。 

   授業公開では、教室の前方から授業中の生徒の様子がＶＴＲで撮影され、後で開催される授業検 

討会で活用している。授業検討会では、ＶＴＲの画面をとおして生徒の授業中の姿勢や態度、反応 

などを中心に、授業者が一人一人の生徒をどれだけ見ているのか、生徒のつぶやきや発言をどのよ 

うにとらえ、どのように受け容れているのかといった点を中心とした意見交換が行われている。佐 

藤氏(1999)は、教育哲学者のネル・ノディングの「子どもの発言の意味を受けとめる教師は多いが、 

発言する子どもの存在を受けとめている教師は少ない」という言葉を著書のなかで紹介しているが、 

ここでは、教師が一人一人の異なる個性を持った生徒たちの存在を、どれだけ受けとめているかと 

いう点を中心とした授業検討会が行われている。そのため授業検討会では、授業内容についてでは 

なく、生徒とのかかわりや授業方法についての意見交換で進められているため、他教科の教師も意 



見を言いやすくなっている。 

   この授業公開と授業検討会は、校内だけではなく校外にも開かれ、高等学校だけではなく中学校 

からの参加者もいる｡また、授業検討会では、毎回ではないが東京大学教授の佐藤学氏や教育委員会 

の指導主事などを助言者として招き、指導や助言をもらっている。 

   授業検討会は、学校長の挨拶、助言者からの挨拶に続いて、授業者の授業についての感想が述べ 

られる｡その後、ＶＴＲを見ながら助言者の解説を聞き、助言者の解説が終わると、校内外からの参 

加者が意見や感想を述べるという流れになっている（巻末資料１参照）｡ 

   「授業を模索する会」の取組は、柿生西高校だけではなく他校にも広がり、情報交換が行われて 

いること、それまで授業公開をしたことが無い教師からも手が上がり始め、校内でも広がりが見ら 

れるなどの成果をあげている。また、授業中の生徒の様子についての情報交換が教師間で進むよう

になり、教科の内容についても、どういうことをしているのかという話題が盛んに交わされるよう

になっている。この取組は、教師の授業改善という目的からスタートしたが、授業を公開し教科間

の壁を低くすることで、互いに生徒を見つめるきっかけとなり、教師の生徒理解につながっている。

自分の授業では気づかない、あるいは見ることができなかった生徒の様子を、それぞれの教師が知

り受容することができるようになったことから、生徒たちも教室に入ることができるようになって

いる｡この状況を佐藤学氏は「アメイジング」と表現し、同時に「子どもたちの信頼を失っていた大

人が、生徒たちに信頼されだしたのだ」と言っている｡ 

 「授業を模索する会」の反省と課題として、研究会の深まりや協議の内容があげられているが、

活動報告集の「おわりに」では、「私たちは、この積み重ねに自信を持って続けていきたい。来年の

地道な継続と、その成果に期待して、この項を終えたい」とある。教科を越えての公開授業と授業

検討会、学ぶべき点は多い｡ 

 

ウ 広島県立神辺旭高等学校     

広島県立神辺旭高等学校（以下神辺旭高校）は、毎月１回の校内 

研修の場を設定し、教育研究部が中心となり、学校長から提案され 

るテーマや各分掌・教科から出てくるテーマ調整を行っている。ま 

た教育研究部は、校内研修の司会・運営・記録などの業務なども担 

当している。授業公開をもとにした校内研修（神辺旭高校では研究 

授業と呼んでいるため、以下研究授業とする）は平成 14 年度から 

スタートし、現在３年目の取組となっている。 

平成 14 年度の研究授業は、広島県教育委員会の指導主事を助言者として招き、学校内だけではな

く学校外にも公開して実施され、最初は教科主任が研究授業を行うという形でスタートしている。

平成 15 年度からは、複数の引用・参考文献をもとにして「研究授業の在り方・推進について」（以

下「研究授業の資料」）という資料を作成し、それに基づいて研究授業を実施している。神辺旭高校

では、この取組を次のように捉えている。 

 

「教育の中立性と公開制を柱とする、開かれた学校づくりの推進、教育内容の充実、信頼 

される公教育の基盤づくり等に寄与するもの」で、「教員の指導力の向上に有効な手立て」 

 

そして、上述のような捉え方に基づいて、「授業改善を目的とし

た校内研修」の定着・充実の必要性を説き、「学習指導要領に基づく

評価規準を作成」すること、「研究主題等の達成状況を十分に検 証

し、授業改善に結びつくような研究授業・公開授業」の実施に向け

て取り組んでいる。 

 



神辺旭高校では、研究主題の立案に際して大きな拠り所としているのが学校教育目標である。学

校教育目標のめざす生徒像、学校像（＝スクールアイデンティティ）の具体化を目指すプロセスを

とおして各教科で研究主題を設定し、研究主題だけでは研究の具体的な内容や方向性が見えにくい

ことから、研究主題の設定と同時にサブテーマを設定している。そして研究主題は、各教科が１年

間取り組んでいく主題となり、サブテーマは各教科が設定した研究主題に対する個人の研究テーマ

となる｡神辺旭高校では、学校教育目標を具体化するための研究主題を立案する手順について、表２

の「研究授業の資料」で以下のように紹介されている。 

 

    表２ 「学校教育目標」から「研究主題」立案への手順 

  学校教育目標 

    冠たる「行きたい学校」、「行かせたい学校」 

  めざす生徒像、学校像 

    確かな学力と進路の実現、豊かな心、競技力の向上、信頼される学校 

 

   これらを踏まえ、各教科で教科の年間指導計画およびシラバスを基にして研究主 

題を設定してください｡研究主題はその教科の今年一年間の研究主題となります。サ 

ブテーマは、各教科の年間研究主題に対する個人研究テーマとなります。 

 

〈例〉 研究主題とサブテーマ 

    主体的に考える力を育てる数学の授業を求めて 

     ～数学的活動を活かす指導方法の工夫～ 

 

「研究授業の資料」の中では、研究主題の例として①「課題解決思考的テーマ（ここが問題だか

ら改善したい）」、②「目標思考的テーマ（こういう生徒を育てたい）」、③「開発的テーマ（新しい

指導方法等を研究したい）」などがあげられ、研究の方向性が明確になるようにとの配慮がなされて

いる。また、評価項目として研究内容・検証の指標・達成目標が、あらかじめ設定されておく必要

があることとあわせてその例が紹介されている｡例としてあげられているものは、以下のような評価

項目である。 

 

・「習熟度に応じた繰り返しの問題演習により、共通学力テストの観点別評価において『表現・

処理』の平均通過率を５％上げる」 

・「自力解決の時間の確保により、自分の考えを持つことができる生徒の割合を 10％増やす」 

・「数学的活動を積極的に導入し、共通学力テストの観点別評価において『数学的な見方や考

え方』の平均通過率を 10％上げる」 

 

さらに、検証の指標の設定にあたっての留意点の明示とあわせて、研究内容・検証の指標・達成

目標の具体例が紹介されている（巻末資料２参照）｡ 

  「研究授業の資料」では、研究授業に向けた学習指導案を「授業者自身の計画案であると同時に、 

参観者に対してその授業提案のねらいが明確に伝わり、後の研究協議に生かされる」ものととらえ、 

そのためにも工夫の必要があると述べている｡そして学習指導案作成のポイントとして、以下の３点 

の留意点が示されている。 

 

① 生徒の状況を分析する。 

② 生徒の状況を踏まえ、目標と評価を示す。 



③ 研究主題に照らし、授業における工夫改善の視点を明確にする｡ 

 

また、研究授業で使用するための学習指導案の式についても、使用ソフト・フォント・文字数・

行数・マージンなどが細かく定められ、指導案の形式が紹介されている（巻末資料３参照）｡学習指

導案の作成においては、授業者が作成したものをたたき台として教科内で検討し、できたものを指

導助言者（ここでは指導主事）に提示し意見をもらったうえで、教科内で再度検討を行う｡完成した

学習指導案は教育研究部に提出され、全教科の学習指導案集としてまとめられている。 

研究授業後は研究協議会が開かれているが、研究協議会を効果的な会とするために、「研究協議会

を充実させる６つのポイント」を示した資料が用意されている（巻末資料４参照）｡ここではポイン

トとして、以下の６点が上げられている。 

 

①「『協議の視点』の明確化」 

②「授業者からの振り返り」 

③「客観的な情報の必要性」 

④「協議会への主体的、積極的な参加の必要性」 

⑤「司会者の役割の重要性」 

⑥「改善計画の明確化」 

 

研究協議会の内容は「研究協議のまとめ」に記録され、研究授業の翌日の 12 時までに教育研究部

へ提出される｡そして、教育研究部に提出された学習指導案と「研究協議のまとめ」は、研究紀要の

中に納められ、授業改善に向けた実践の記録となっている｡ 

  研究授業と研究協議会は、きめ細やかな資料に基づき計画的に実施されている。また、指導案の

検討においても外のリソースを活用すると共に、自分たちで作り上げていくという共同作業のプロ

セスが見られる。研究授業は他教科の先生方や学校外にも開かれている。そのため、研究授業は様々

な角度から観てもらっているため、研究協議会も充実したものになっている。なによりも、多くの

先生方が授業を計画的に開き、研究協議会を行っている点は見習う必要がある。 

 

Ⅴ おわりに 

  校内研修の成否は、多分に当該校の経営方策に依存している。推進体制がきちんと出来ているのか、

計画的・組織的に行われているのか、自校の目指すべき方向性が明確になっているのか、教職員のモ

ラールは高いかなどの要因が、校内研修の成否につながるからである。また、校内研修の推進にあた

っては、教職員の協力が必要であり、研修をとおして協働関係を構築し学校改善につなげていく環境

づくりも非常に重要である｡ 

  しかしながら、校内研修を進めていく上での阻害要因として、「多忙感」に関連した否定的な意見や、

「研修時間の不足」「解決すべき課題の多さ」「指導者の不足」「モラールの低さ」等様々なものがあげ

られる。また、校内研修が学校内に留まり、研修を客観的に評価し継続的に行うといった視点が欠如

しやすいという問題性もある。校内研修は学校内における研修＝教師教育（OJT）の中核となるもので

あるが、これをやっているから研修は十分であるという偏狭な考え方で満足するのではなく、校外に

おける研修＝教師教育（OFFJT）により、自らの教師としての力量を向上させることも必要である。そ

して何より大切なことは、校外の研修での学び(情報)を自分だけのものにするのではなく、学び(情報)

を他の教職員と共有する機会を設けることである。学び(情報)の共有は、自分だけではなく他の教職

員の財産ともなり、それをもとにした会話が広がることにより協働文化が構築されていくからである。

学び(情報)の共有の機会は、職朝や職員会議の時に時間を取って行うことができ、正式な校内研修と

して実施しなくても共有化は可能である。学校現場は今、多忙を極めている｡多忙であればこそ、時間



の有効活用が必要である｡ 

  校内研修は、自校の学校教育目標の具体化により、生徒たちの成長発達を促進するために組織的・

計画的に取り組まれるものであり、教師の力量向上と協働文化の育成を目指し、学校改善に結びつく

研修活動である｡そのことに留意して、各学校で効果的な校内研修を実施してほしい｡ 
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巻末資料１ 授業検討会                                   

 ここで紹介している資料は、神奈川県立柿生西高校「授業を模索する会」 

作成の「授業と学習の転換を目指して」活動報告集Ｖｏｌ．２（2002 年度） 

より抜粋しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



                                           



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



巻末資料２ 検証の指標設定の具体例



巻末資料３ 指導案形式例 

                                       



                                  巻末資料４ 研究協議の在り方を示した資料 

 

 

 

 

 

 

 

                                                 

 

 

 

 

 



巻末資料５ 授業研究ウィークにおける授業公開状況 

 


